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 令和８年第１回帯広市公営企業経営審議会 議事録 

日 時 ：令和８年２月 24 日（火） 

15 時 30 分～16 時 32 分 

場 所 ：帯広市役所 10 階 第５Ａ会議室 

出席者 ：（委  員）石田委員、小暮委員、杉本委員、田中委員、羽田野委員、廣田委

員、干場委員、松本委員、宮本委員、吉村委員（10 名） 

     （事 務 局）井上公営企業管理者、倉口上下水道部長、澤口経営室長、広沢技

術室長、内藤総務課主幹、清水水道課場長、唯野下水道課長、熊

林総務課長補佐、熊野水道課長補佐、西端総務課財務係長、佐藤

水道課建設係長、中田主任、酒井係員 

     （傍聴者等）報道関係者１名 

 

 

１ 開会 

 

２ 委嘱状交付 

 

３ 委員・職員紹介 

 

４ 挨拶 

 

５ 会長・副会長の

選任 

 

６ 議事 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

井上管理者より、出席委員に委嘱状交付 

 

 

 

井上管理者より挨拶 

 

会長に干場委員、副会長に窪田委員を選出 

 

 

 委員 15 名のうち出席 10 名で過半数に達したため、審議会が成立している

旨報告。 

 

 議事に先立ち、水道事業、下水道事業の概要について事務局より説明。 

 

＜質疑応答＞ 

 漏水等の影響を除いた有収率は 91.45％を見込んでいるとの説明がありま

したが、10％近く落ちるというのはどのようなことが考えられるのでしょう

か。 

 

 管の老朽化が進んでおりまして、その影響による漏水でございます。 
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委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

７ 閉会 

 それで 10％近くも落ちるということなのでしょうか。ほんの数％という話

であれば別ですが、10％となると相当の量ですし、陥没など何か大きな事故

につながる心配はないのでしょうか。 

 

 漏水のほかにも、メーターの不感などが影響しております。 

 

【報告事項】 

（１）令和８年度予算概要について 

 事務局より、資料「令和８年度 水道・下水道事業会計予算（案）概要・

主要事業」に沿って説明。 

 

＜質疑応答＞ 

 下水道管マンホール 110 箇所の耐震化を行うとのことですが、どのような

内容なのでしょうか。また、110 箇所というのは、全体のうちどのくらいの

割合なのか教えてください。 

 

 市内にはおよそ２万 5,000 箇所のマンホールがございます。そのうち、市

内の一部の地域で可能性は低いものの、液状化のリスクがあるという診断結

果が出ており、その地区に設置されている 110 箇所のマンホールについて、

浮上対策の検討を行うものです。 

 

 液状化の恐れのある地区というのは、具体的にどの辺りでしょうか。 

 

 東小学校の周辺や十勝総合振興局の周辺、西 18 条南３丁目の辺りです。こ

の辺りは地下水位が高く、液状化の可能性があるとのことです。 

 

（２）その他 

 事務局より、次回の帯広市公営企業経営審議会は、令和８年８月下旬また

は９月上旬に開催を予定している旨報告。 

 

   

  

 

  

 


